
第２５回新潟リハビリテーション研究会 

 兼 第８回新潟県災害リハビリテーション研修会 
および日本リハビリテーション医学会関東地方会生涯教育研修会 

日時：令和４年 10 月１日（土）14:20～18:00  
開催形式：Web 開催（Zoom） 【事前参加申込制】 
参加費：医師 1,000 円、メディカルスタッフ・学生 無料 

------------------------------------------ プ ロ グ ラ ム ------------------------------------------ 

１．新潟リハビリテーション研究会役員会 （14：20～15：20）   
-- 休憩 10 分（15:20～15:30）-- 

２．新潟リハビリテーション研究会会員総会 (15：30～15：45)                  

＊日本リハビリテーション医学会会員、新潟リハビリテーション研究会会員の皆様は全員ご参加下さい 

-- 休憩 15 分（15:45～16:00）-- 
 

３．関東地方会生涯教育研修会Ⅰ（16:00～17:00） 

「災害時のリハビリテーション支援活動の歴史と展望」 

≪座長≫ 魚沼基幹病院 リハビリテーション科 大西 康史 先生  

≪講師≫ 大阪医科薬科大学 リハビリテーション医学教室 准教授 冨岡 正雄 先生 
 

 

 

 

 

 
 

４．関東地方会生涯教育研修会Ⅱ（17:00～18:00） 

「脳卒中リハビリテーションの治療戦略」 

≪座長≫ 新潟大学医歯学総合病院 リハビリテーション科 病院教授 木村 慎二 先生 

≪講師≫ 産業医科大学 リハビリテーション医学講座 教授 佐伯 覚 先生  
 

 

 

 
 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【事前参加申込先】 新潟リハビリテーション研究会事務局（ riha-ken@med.niigata-u.ac.jp ）へ 9 月 28 日までにメールで
お申込下さい。 
【単位について】 
◯日本リハビリテーション医学会専門医(日本専門医機構認定):専門医番号、受講者氏名を下記事務局へメールでお
知らせ下さい。1 講演１単位 1,000 円、認定臨床医（日本リハ学会認定）：1 講演 10 単位 1,000 円。視聴が確認された
方へ受講カードを送信致します。受講カードに必要事項をご記入後、各自で日本リハ学会へお送り下さい。 
◯日本整形外科学会専門医資格継続単位：1講演 1単位 1,000円。会員番号、受講者氏名を下記事務局へメールでお
知らせ下さい。 
教育研修講演Ⅰ、Ⅱ： [13] リハビリテーション（理学療法, 義肢装具を含む）1 単位 

＜お願い＞日整会単位申請をご希望される受講者は常時カメラをオンにしてください。出席状況を確認させていた
だきます。単位申請をご希望される受講者は講演開催から 10 分以内に参加してください。それを超えて遅刻は認め
られません。受講者カメラをオンにできない場合は、単位申請できません。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

≪主催≫ 新潟リハビリテーション研究会 新潟県災害リハビリテーション連絡協議会 
＜お問い合わせ先・事前参加申込先 事務局＞ 〒951－8520 新潟市中央区旭町通 1 丁目 754 番地 

新潟大学医歯学総合病院リハビリテーション科（内）電話：025－227－0369 FAX：025－227－2743 

E-mail：riha-ken@med.niigata-u.ac.jp  事務担当 佐藤・山本 

阪神淡路大震災や東日本大震災において行われたリハビリテーション支援活動の教訓をもとに、

JRAT（一般社団法人日本災害リハビリテーション協会）が誕生し、2014年から地域での組織化、人材

育成、支援活動を行っている。活動時に浮かび上がった課題を解決しながら、次の活動に活かし、平

時からの人材育成につなげている。近い将来発災が予想されている大災害にリハビリテーション医療

職として円滑に活動するための構想や展望を述べる。 

近年、脳科学の進歩や脳血管内治療の発展が目覚ましく、脳卒中リハビリテーション治療にも新た

な方法が導入されてきた。様々な療法が紹介される一方、急性期－回復期―生活期にわたるリハビリ

テーション治療にどのように適用してゆくべきか、悩むことが多い。これらを脳卒中治療ガイドライ

ン 2021 に沿って整理しながら解説したい。 
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